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会　　議　　の　　概　　要 

 

 

１　正副委員長の互選について 

 

＜土岐委員長＞ 

ただ今から開議する。事務局から説明願う。 

＜事務局主査＞ 

（日程・選出順序説明） 

＜土岐委員長＞ 

先例・申合せを尊重し、委員長を辞任する。 

＜木村副委員長＞ 

辞任を許可することに異議はないか。 

（異議なし） 

＜木村副委員長＞  

異議なしと認め、委員長の辞任を許可する。 

［土岐委員は委員席へ移動］ 

＜木村副委員長＞ 

これより委員長の互選を行う。選挙の方法については、会議規則第１２６条

の規定に基づき、投票又は指名推選とする。どちらの方法で行うか意見はあ

るか。 

＜大塚委員＞  

　指名推選で。 

＜木村副委員長＞ 

指名推選により行うことに異議はないか。 

（異議なし） 

＜木村副委員長＞ 

異議なしと認め、選挙の方法は指名推選とする。それでは、私から指名した

いと思うが、これに異議はないか。 
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（異議なし） 

＜木村副委員長＞ 

異議なしと認め、大石委員を委員長に指名する。この指名に異議はないか。 

（異議なし） 

＜木村副委員長＞ 

異議なしと認め、大石委員が委員長に当選された。 

［大石委員長　委員長席に移動、就任あいさつ］ 

 

＜木村副委員長＞ 

次に、先例・申合せを尊重し、副委員長を辞任する。 

＜大石委員長＞ 

ただ今、副委員長から辞任の申し出があった。辞任を許可することに異議はな

いか。 

（異議なし） 

＜大石委員長＞  

異議なしと認め、副委員長の辞任を許可する。 

［木村委員は委員席へ移動］ 

＜大石委員長＞ 

これより副委員長の互選を行う。選挙の方法は、投票又は指名推選による。ど

ちらの方法で行うか、意見はあるか。 

＜大塚委員＞ 

指名推選で。 

＜大石委員長＞ 

指名推選により行うことに異議はないか。 

（異議なし） 

＜大石委員長＞ 

異議なしと認め、選挙の方法は指名推選とする。それでは、私から指名したい

と思うが、これに異議はないか。 

（異議なし） 

＜大石委員長＞ 

異議なしと認め、平本委員を副委員長に指名する。この指名に異議はないか。 

（異議なし） 

＜大石委員長＞ 

異議なしと認め、よって平本委員が副委員長に当選された。 

［平本副委員長　副委員長席に移動、就任あいさつ］ 

 

 

２　審議会委員等の選出について 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

（１）国民健康保険南丹病院組合議会議員（２名） 

＜事務局主査＞ 

国民健康保険南丹病院組合議会議員については、定数が３人で、そのうち１



3 

人が議長であり、当委員会からは２人を選出している。現在は、土岐委員と

木村委員にお世話になっている。任期は在職期間中とされているが、どのよ

うに取り扱うか協議願いたい。 

＜大石委員長＞ 

どのように取り扱うか。 

＜西口委員＞ 

前回と同じく、正副委員長を選出してはどうか。 

＜大石委員長＞ 

正副委員長を選出してはどうかと意見があったが、そのように取り扱うことに

異議はないか。 

（異議なし） 

＜大石委員長＞ 

それでは、委員長である私と平本副委員長に決定する。 

 

（２）亀岡市防災会議委員の選出について 

＜大石委員長＞ 

事務局から説明を。 

＜事務局主査＞ 

防災会議委員の選出については、申合せにより委員長のあて職として確認され

ている。それを踏まえて協議願いたい。 

＜大石委員長＞ 

防災会議委員については、申合せのとおり委員長を選出することとしてよいか。 

－全員了－ 

 

３　その他 

 

［事務局説明（次回の委員会開催、防災会議の日程など）］ 

＜大石委員長＞ 

今後、委員会運営についてご協力のほどよろしくお願いする。これにて散会と

する。 
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